
金を減額してきましたが、その措置は

ではこれ以上の対応は難しい状況です。 令和３年度までとなります。

18 34,256 29,467 4,789

差引一般財源 0 34,256 0 34,256

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 広域行政推進事業

1. 総務管理費

9. 企画費 企画政策課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 31,459 基本施策５
行財政運営 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策２
健全で持続可能な行財政運営を推進します 令和 6年度 -

令和 7年度 -

0

34,256 34,256

印旛郡市広域市町村圏事務組合に構成団体負担金を支出 広域的な行政課題に対応します。 単一市町では対応困難な行政課題（第ニ次救急医療体制

します。 事務の合理化を図ります。 の整備など）に対応することができます。

国・県等へ要望を提出します。

広域的な課題を他市町村と連携・調整します。

当該組合では、職員の採用試験・研修の共同実施 当該組合の予算額に対し、構成市町の均等割と人 例年11月末に開催される構成団体の企画担当課長

や、第二次救急医療体制の構築といった事業を実施しています。他にも 口割により毎年度の負担金が決定されるため、金額の増減があります。 会議で次年度の負担額が提示されるため、直近３年の負担額を踏まえ歳

広域的に対応することで効率的・効果的に実施できる可能性のある課題 また、当該組合では、財政調整基金を適正な規模にするため、当該基金 出額を積算しています。

（関係人口創出等）はありえますが、当該組合の現在の組織・財政規模 を活用することで構成市町の負担


